
①
新
宿
区
の
委
託
事
業
「
思
春
期
の
子
ど
も
と

向
き
合
う
」
の
内
容
②
心
理
検
査
ハ
イ
パ
ー
Ｑ

Ｕ
は
経
費
労
力
の
負
担
と
効
果
を
見
極
め
見
直
し
す

べ
き
③
岡
山
県
で
始
ま
っ
た
学
童
保
育
所
へ
の
作
業

療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）
訪
問
支
援
に
つ
い
て
、
狛
江
で
の

活
用
④
子
ど
も
支
援
の
Ｏ
Ｔ
の
人
材
育
成
は
⑤
知
的

障
が
い
者
の
た
め
の
福
祉
型
大
学
の
認
識
と
情
報
提

供
を
⑥
里
親
を
広
め
る
取
り
組
み
と
明
石
市
の
政
策

は
⑦
実
親
を
支
え
る
体
制
が
重
要
だ
が
い
か
に
。

①
専
門
家
に
よ
る
連
続
講
座
で
大
人
向
け
思
春

期
の
子
育
て
支
援
事
業
②
学
校
の
自
主
的
な
意

思
を
教
育
委
員
会
と
し
て
支
援
③
狛
江
市
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
で
巡
回
相
談
事
業
を
一
本
化
④
実
践

を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
育
成
に
つ
な
が
る
⑤
社

会
に
出
た
際
の
適
応
力
も
向
上
。
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

特
別
支
援
学
校
で
周
知
⑥
体
験
発
表
会
の
開
催
等
。

明
石
市
は
全
小
学
校
区
で
の
里
親
の
登
録
を
目
標
と

す
る
取
り
組
み
を
実
施
⑦
市
内
に
４
つ
の
子
育
て
ひ

ろ
ば
を
整
備
。
ひ
ろ
ば
を
拠
点
に
支
援
体
制
構
築
。

①
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
今
年
度
の
取
り
組
み
状

況
②
災
害
時
の
個
別
計
画
作
成
を
急
ぐ
べ
き
、

現
状
と
推
進
策
③
入
園
の
し
お
り
に
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
の
一
文
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
。
市
の
考
え
は
。

①
医
療
的
ケ
ア
児
に
関
す
る
対
応
状
況
等
を
把

握
す
る
た
め
関
係
部
署
に
調
査
し
た
②
名
簿
の

提
供
に
よ
り
計
画
策
定
が
可
能
。提
供
が
な
い
方
へ
勧

奨
通
知
を
送
付
し
お
願
い
し
て
い
る
③
現
状
は
対
応

し
て
い
な
い
が
、他
市
の
先
進
事
例
等
を
調
査
研
究
。

①
過
大
給
付
の
総
額
。
経
緯
と
対
応
内
容
②
修

正
に
費
や
し
た
残
業
時
間
③
職
員
懲
戒
対
象
と

総
務
部
で
判
断
と
の
こ
と
。
結
果
は
④
妥
当
な
判
断

だ
が
、
一
般
市
民
に
対
し
て
は
市
長
給
料
減
額
で
責

任
を
と
れ
⑤
「
マ
ン
ス
プ
レ
イ
ニ
ン
グ
」
へ
の
市
の

認
識
と
職
員
意
識
調
査
の
必
要
性
。

①
１
４
９
３
万
４
１
０
０
円
。
シ
ス
テ
ム
変
更

の
必
要
が
あ
り
、
誤
り
発
生
。
対
象
者
に
電
話

連
絡
後
、
訪
問
実
施
②
速
報
値
で
１
６
８
時
間
③
総

合
的
に
判
断
、
市
長
が
訓
告
処
分
し
た
④
お
詫
び
し

た
い
。
再
発
防
止
を
徹
底
⑤
性
別
に
関
係
な
く
見
下

し
て
は
な
ら
な
い
。
必
然
性
が
生
じ
た
場
合
に
判
断
。

①
気
泡
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
②
酸
欠
ガ
ス
危
険
性

③
事
業
者
は
地
下
室
調
査
。
市
民
へ
危
険
性
の

広
報
は
④
気
泡
シ
ー
ル
ド
工
法
は
空
気
と
溶
剤
使
用
。

圧
気
工
法
同
様
の
対
応
を
⑤
リ
ス
ク
の
共
有
（
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
住
民
立
ち
合
い
で
の
調

査
等
求
む
⑥
説
明
会
の
市
広
報
で
の
周
知
を
。

①
シ
ー
ル
ド
工
事
の
空
気
の
ご
く
一
部
が
漏
出

②
事
業
者
が
周
辺
環
境
に
影
響
が
無
い
こ
と
を

有
識
者
に
確
認
③
事
業
者
が
問
題
が
無
か
っ
た
こ
と

を
確
認
、
公
表
④
シ
ー
ル
ド
工
法
に
対
応
し
て
い
な

い
規
則
等
の
適
用
は
不
適
切
⑤
事
業
者
に
伝
え
る
⑥

事
業
者
が
行
う
べ
き
も
の
。

東
京
外
環
道
工
事
、
野
川
気
泡
問
題
で

大
深
度
法
の
矛
盾
明
ら
か
。
市
は
自
ら
動
け
！

市
政
の
課
題
―
―
幼
稚
園
補
助
金
過
大
給
付
。

マ
ン
ス
プ
レ
イ
ニ
ン
グ
を
知
ろ
う
！

市
政
課
題
に
つ
い
て

①
震
災
時
の
市
民
向
け
充
電
サ
ー
ビ
ス
、
公
助

の
準
備
と
い
う
視
点
は
②
障
が
い
者
就
労
支
援

施
設
で
市
民
へ
の
郵
送
書
類
の
封
入
作
業
を
増
や
す

運
用
は
。
ま
た
、
封
筒
に
施
設
で
作
業
し
て
い
る
こ

と
を
記
載
し
て
い
く
運
用
は
③
都
市
農
地
保
全
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助
金
を
活
用
し
て
の
直
売
所
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
関
し
て
今
年
度
実
績
を
踏
ま
え
、
次

年
度
以
降
の
農
家
へ
の
告
知
タ
イ
ミ
ン
グ
を
伺
う
④

小
学
校
英
語
教
育
の
課
題
は
。
ま
た
、
解
決
の
た
め

に
取
り
組
む
こ
と
を
伺
う
⑤
教
育
部
広
報
誌
ガ
ク
☆

チ
キ
発
行
の
過
程
で
職
員
の
意
識
は
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
⑥
市
の
広
報
ツ
ー
ル
で
管
理
職
発
の
５
Ｗ
１
Ｈ

が
記
さ
れ
た
オ
リ
エ
ン
シ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
で
実
現

で
き
る
利
点
を
伺
う
⑦
総
合
戦
略
の
進
捗
管
理
で
最

終
年
度
の
目
標
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
思
考

で
各
年
度
末
に
ど
う
い
う
状
況
に
な
る
か
を
定
め
、

そ
の
た
め
の
施
策
を
実
行
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
が
有
効
と
考
え
る
が
、
市
の
現
状
を
伺
う
。

①
充
電
は
必
要
不
可
欠
。
優
先
度
を
高
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
②
全
庁
的
に
協

力
依
頼
を
行
う
と
と
も
に
き
め
細
か
い
対
応
も
行
っ

て
い
く
。
関
係
部
署
と
協
議
す
る
③
平
成
31
年
４
月

に
各
農
家
へ
要
望
調
査
を
実
施
④
授
業
時
数
の
確

保
・
指
導
の
あ
り
方
が
課
題
。
教
務
主
任
会
に
お
い

て
、
各
校
の
教
務
主
任
を
中
心
に
移
行
期
間
に
限
り

短
時
間
学
習
を
取
り
入
れ
た
。
昨
年
度
ま
で
英
語
推

進
リ
ー
ダ
ー
を
４
名
配
置
し
、
全
教
員
の
指
導
力
向

上
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
⑤
部
署
同
士
の
連
携
力
が

高
ま
っ
た
。
責
任
感
や
使
命
感
が
芽
生
え
、
多
角
的

な
視
野
で
物
事
を
考
え
る
意
識
が
身
に
つ
い
た
⑥
市

民
に
は
的
確
に
情
報
が
届
く
、
市
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

効
果
的
に
発
信
で
き
る
、
職
員
に
は
情
報
共
有
が
容

易
に
図
ら
れ
効
率
性
が
向
上
す
る
⑦
実
績
を
踏
ま
え

今
後
の
展
開
を
整
理
し
、
市
民
や
有
識
者
に
よ
る
委

員
会
に
意
見
等
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

狛
江
市
総
合
的
な
主
権
者
教
育
計
画
に
つ
い
て

児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
守
る

や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

①
虐
待
で
苦
し
む
子
ど
も
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
す
べ
き
②
虐
待
防
止
に
は
母
子
健
康
手

帳
交
付
時
が
重
要
、
保
健
師
の
い
な
い
市
役
所
窓
口

で
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
職
員
が
対

応
す
べ
き
③
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
よ
う
一
人
ひ
と
り
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
。

①
虐
待
の
通
告
・
相
談
か
ら
48
時
間
以
内
に
安

全
確
認
実
施
。
緊
急
性
に
よ
り
即
時
実
施
も

行
っ
て
い
る
②
妊
娠
届
出
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り

状
況
を
確
認
し
支
援
に
繋
げ
て
い
る
。
10
月
か
ら
開

始
し
た
「
ゆ
り
か
ご
狛
江
事
業
」
で
各
家
庭
に
応
じ

た
支
援
を
目
指
し
て
い
る
③
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

太
田
久
美
子

山
田
た
く
じ

三
宅

眞

吉
野
芳
子

子
ど
も
た
ち
の
最
善
の
利
益
が
実
現
で
き
る

や
さ
し
い
ま
ち
へ

①
国
も
都
も
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
を
、
施
設
か
ら
よ
り
家
庭
的
な
環
境
で
の
養

護
へ
と
動
き
出
し
た
。
社
会
的
養
護
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
②
里
親
に
な
る
た
め
の
新
し

い
認
定
基
準
に
つ
い
て
③
社
会
的
養
護
の
普
及
に
は

啓
発
以
外
の
取
り
組
み
も
必
要
、
市
の
取
り
組
み
は
。

①
国
の
調
査
で
は
社
会
的
養
護
が
必
要
な
児
童

の
う
ち
里
親
に
よ
る
養
育
を
受
け
て
い
る
児
童

は
約
１
割
。
家
庭
的
養
育
の
推
進
が
課
題
②
年
齢
制

限
の
撤
廃
、
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
は
単
身
者
も

里
親
と
し
て
認
定
等
③
関
係
機
関
と
連
携
し
里
親
を

地
域
で
支
え
る
取
り
組
み
を
都
と
行
っ
て
い
く
。
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市
原
広
子

子
ど
も
の
居
場
所
の
必
要
性
。

公
民
館
と
市
民
事
業
の
連
携

①
新
し
い
連
携
と
し
て
の
公
民
館
夏
休
み
居
場

所
事
業
と
子
ど
も
食
堂
の
連
携
の
経
緯
と
今
後

②
学
校
休
業
期
間
の
居
場
所
や
食
事
を
求
め
る
声
は

③
街
角
の
居
場
所
が
ほ
し
い
が
、
駅
前
広
場
の
花
壇

の
縁
石
を
改
修
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

①
学
校
現
場
の
働
き
方
改
革
か
ら
実
施
。
検
討

時
期
を
早
め
、
団
体
に
協
力
い
た
だ
き
、
よ
り

良
い
事
業
と
し
た
い
②
時
間
・
経
済
的
に
ゆ
と
り
の
な

い
世
帯
で
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
は
十
分
考
え
ら
れ
る

③
縁
石
は
花
壇
や
植
栽
と
広
場
の
境
界
と
し
て
設
置
。

他
に
、二
元
代
表
制
に
お
け
る
議
会
と
行
政
と
の

関
係
で
議
会
の
権
能
に
関
す
る
理
解
を
質
問

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

①
女
性
視
点
で
の
避
難
所
の
実
態
と
は
②
災
害

時
の
妊
産
婦
・
乳
児
救
護
所
の
開
設
と
液
体
ミ

ル
ク
の
考
え
③
一
斉
帰
宅
の
危
険
へ
の
市
民
理
解
の

必
要
性
④「
受
援
力
」に
つ
い
て
の
見
解
⑤
市
内
銭
湯

は
ど
こ
に
何
軒
か
、
災
害
時
に
使
用
で
き
る
協
定
の

締
結
を
⑥
公
衆
電
話
の
設
置
場
所
を
周
知
す
べ
き
⑦

災
害
用
浄
水
器
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
|
Ｑ
は
市
内
業
者
が
製
造

販
売
し
て
い
る
。
特
徴
と
備
蓄
状
況
、
更
な
る
協
力

を
⑧
簡
易
型
止
水
シ
ー
ト「
止
め
ピ
タ
」へ
の
見
解
。

①
配
慮
が
な
か
っ
た
こ
と
や
性
犯
罪
の
発
生
等

②
私
立
幼
稚
園
の
ホ
ー
ル
等
の
利
用
が
可
。
慎

重
な
検
討
が
必
要
③
混
乱
や
事
故
、
二
次
災
害
を
防

ぐ
た
め
、
都
が
広
く
呼
び
掛
け
て
い
る
④
災
害
時
に

は
遠
慮
せ
ず
助
け
を
求
め
て
も
ら
い
た
い
⑤
西
野
川
、

東
野
川
、
東
和
泉
に
計
４
軒
⑥
特
に
考
え
て
い
な
い

⑦
操
作
の
簡
易
性
が
特
徴
。
31
台
を
備
蓄
。
協
力
要

請
は
続
け
た
い
⑧
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
自
動
ド
ア
の
浸
水

防
止
用
。
押
戸
タ
イ
プ
ド
ア
へ
の
効
果
は
不
明
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
は
弱
者
の
立
場
か
ら

取
り
組
み
、
地
域
資
源
の
活
用
で
進
め
よ
う

若
者
が
自
分
ら
し
く
成
長
で
き
る
地
域
を
つ
く
る

①
全
国
初
と
な
る
計
画
策
定
の
背
景
②
計
画
名

に
「
総
合
的
」
と
入
れ
た
理
由
③
本
計
画
の
狙

い
に
あ
る
「
社
会
的
意
思
決
定
を
学
ぶ
」
と
は
④
狛

江
市
が
全
国
の
範
と
な
っ
て
い
る
「
選
挙
の
実
践
支

援
」
と
は
⑤
狛
江
市
の
目
指
す
主
権
者
像
と
は
⑥
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
課
題
⑦
「
ボ
イ
テ
ル
ス
バ
ッ

ハ
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
は
。

①
国
は
選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
い
有
識
者

会
議
を
設
置
し
、
主
権
者
教
育
の
充
実
が
必
要

と
提
言
②
行
政
内
部
だ
け
で
な
く
各
機
関
が
連
携
し
、

効
果
的
な
主
権
者
教
育
を
行
う
た
め
③
様
々
な
意
見

が
あ
る
こ
と
の
認
識
、
民
主
主
義
の
プ
ロ
セ
ス
を
学

ぶ
こ
と
④
投
票
支
援
カ
ー
ド
の
作
成
等
、
投
票
に
お

け
る
様
々
な
工
夫
⑤
社
会
で
自
立
、
他
者
と
連
携
し

主
体
的
に
課
題
解
決
で
き
る
社
会
の
構
成
員
⑥
子
ど

も
議
会
の
開
催
等
。
事
業
効
果
が
限
定
的
に
な
っ
て

い
る
等
⑦
１
９
７
６
年
に
ド
イ
ツ
で
発
表
さ
れ
た
政

治
教
育
の
３
つ
の
基
本
原
則
。

人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
狛
江
市
の
戦
略
に

つ
い
て
～
多
世
代
共
創
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

①
国
の「
自
治
体
戦
略
２
０
４
０
構
想
研
究
会
」

と
は
②
２
０
４
０
年
の
狛
江
市
の
財
政
状
況
は

③
基
本
構
想
・
同
計
画
や
今
後
の
市
政
運
営
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
仮
想
将
来
世
代

の
意
見
導
入
）
を
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
④
市
民
セ

ン
タ
ー
改
修
に
も
仮
想
将
来
世
代
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
べ
き
で
は
⑤
多
世
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を

促
す
施
策
（
多
世
代
同
居
優
遇
策
等
）
は
必
要
な
い

か
⑥
「
公
・
共
・
私
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市

長
の
お
考
え
を
問
う
。

①
高
齢
者
人
口
が
最
大
と
な
る
２
０
４
０
年
頃

の
行
政
課
題
を
想
定
し
、取
り
組
む
べ
き
対
応
を

検
討
す
る
機
関
②
個
人
市
民
税
は
約
８・６
億
円
減

収
、
社
会
保
障
費
は
約
３・６
億
円
増
加
と
推
計
③

研
究
会
資
料
も
活
用
し
20
年
先
も
見
据
え
議
論
し
て

い
く
④
将
来
を
見
据
え
様
々
な
方
か
ら
意
見
を
伺
い
た

い
⑤
多
世
代
交
流
し
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
り
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
は
必
要
⑥
新
た
な
公
共
私
の
形
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、行
政
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
。
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